
生きものとともに育む
「小松島市の有機農業」

徳島県小松島市
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小松島市生物多様性農業推進協議会の発足

項 目 内 容

設 立 平成２２年３月１日設立

構成団体 生物多様性農業に取り組む農業者、東とくしま農業協同組合、
生物多様性に関連する地元企業、小松島市認定農業者連絡協議
会、NPO法人とくしま有機農業サポートセンター、
NPO法人里山の風景をつくる会、コープ自然派事業連合
徳島県、小松島市、小松島市農業委員会、小松島市教育委員会

会 長 小松島市長 中山俊雄

取組方針 地域内の有機物資源を活用した堆肥・肥料などによる、多収穫、
高品質、高食味値な栽培技術の普及や販売促進活動を通して、
安心・安全な農産物の供給とブランド化を推進し、これらの取
組により、農業後継者の育成と農業者の所得向上を図る。

総会の様子

２



３

●生物多様性保全に配慮した持続可能な循環型農業の推進
① 小松島市の地域の循環型農業の中で生産された

「いのち育むたんぼ米」は、ふるさと納税返礼品
として出品されています！



○地元企業が生産するシイタケ廃菌床による堆肥づくり
とその利活用
○鶏糞堆肥等の利用※県産地鶏の鶏糞堆肥を利用

○環境保全型農業直接支払交付金事業の取組
令和６年度申請者数：２５名（水稲・その他野菜
の農業者等の重複を含む）

令和６年度
市内ほ場取組面積実績
約２２ha
（有機農業・市外農業者
団体の取組を含む）

←現地調査の写真
（水稲栽培において、生活排
水が混合する場合もあるため、
活性炭の設置を確認する）

↓㈱豊徳（市内企業）による“みみず覆土”

↑オンダン農協（県内企業）による“なっとく有機”
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●担い手農家、新規就農者の育成支援（地域農業を担う人材の育成）

５

①ＮＰＯ法人とくしま有機農業サポートセンターとの連携による農業後継者の育成支援
（有機農業者累計１５４名（令和６年度末時点）を輩出）

2009年（平成21年）10

月設立。
2010年7月に小松島市櫛
渕町に有機農業および農
業技術者育成を行う研修
施設「小松島有機農業サ
ポートセンター」完成。
水稲の栽培技術研修の実
施や、有機農業技術の習
得と実践を通じた有機農
業者の育成支援を行って
いる。
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②栽培技術講習会の実施
（現地ほ場研修・有機栽培技術向上研修会）

ＢＬＯＦ（Bio Logical Farming・生態系調和型農
業）理論

小祝政明氏（一般社団法人日本有機農業普及協
会理事長）の提唱する理論。堆肥を使った土づく
りを基本とし、中熟堆肥を利用した太陽熱養生処
理（秋処理）による土壌の団粒化や堆肥由来の放
線菌・バチルス菌による病害虫の抑制、土壌分
析・施肥設計によるミネラル肥料の適正施肥など
経験や勘に頼るだけでなく客観的なデータによる
有機農業の実践手法。

東とくしま農業協同組合 西田 聖 氏

小松島市の農業においては、西田氏が中
心となり、小祝政明氏が提唱する
「BLOF理論」を現地で実践し普及して
いる。



 有機農業者の交流を通じた新たな有機農業技術の習得と知
識の向上及び生物多様性農業への理解の増進と消費拡大を
図るため、消費者や流通業者等を交えて、ＪＡ東とくしま
が中心となりイベントを開催

 イベント内で「身体に美味しい農産物コンテスト」を実施。
高品質・高栄養価の野菜の生産者を表彰

 実行委員会は複数の団体で構成されており、本市協議会も
協賛メンバーとして参加

 平成２３年度より開催。コロナ禍中はオンラインによるイ
ベントの公開も実施

 令和４年度（２０２３）では、中国四国地域で初の
「オーガニックビレッジ」宣言を実施

オーガニック・エコフェスタへの協賛

栄養価コンテスト受賞式

消費者イベント風景

７

オガーニックビレッジ宣言



第７回生物の多様性を育む農業国際会議
（ＩＣＥＢＡ７）の開催

○開催概要

・本年７月に、コープ自然派・東とくしま農業協同組合などとともに、
「第７回生物の多様性を育む農業国際会議」通称ＩＣＥＢＡ７を開催

・国内外より有識者や他自治体の関係者など約３００名が参加

・有識者による基調講演やシンポジウムを開催

・各テーマごとによる４つの分科会の開催

・地元高校生による生きもの調査・発表

・ＩＣＥＢＡ７．５引継ぎ式・小松島市宣言

８ 生き物調査と調査結果の発表の様子
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子どもたちを対象とした生物多様性活動

田んぼの生きもの図画・川柳コンクール

小松島市内の小学生を対象に、「田んぼに棲む生きものと
のふれあい」をテーマにした、図画・川柳作品を募集して
います。
子どもたちに生物多様性農業について考えてもらうきっか
けとして、毎年開催しています。
受賞者については市長による表彰式を行っています。

令和６年度図画最優秀作品

令和６年度川柳最優秀作品
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学校給食への有機農産物の導入について

 市内小中学校の学校給食にお米・小松菜を提供

市内の小中学校の学校給食に、JA東とくしまのご協力のもと、栽培期間中
化学合成農薬不使用のお米を提供しました。

また、化学合成農薬・化学肥料を栽培期間中不使用の小松菜を提供しまし
た。

【令和５年度のお米の提供】
・提供期間：令和５年１０月～令和６年１月
・提供量：約８，９９０kg

【令和５年度の小松菜の提供】
・提供期間：令和５年１１月～令和６年３月
・販売量：小学校４２６．３kg 中学校５００．６ kg

【令和４年度のお米の提供】
・提供期間：令和４年９月～令和５年３月
・提供量：約１３，３５０kg

【令和４年度の小松菜の提供】
・提供期間：令和４年１１月～令和５年３月
・販売量：小学校４５６．３kg 中学校４５５．４ kg

【令和６年度のお米の提供】
・提供期間：令和６年１０月～令和６年１１月
・提供量：約４，５７０kg

【令和６年度の小松菜の提供】
・提供期間：令和６年１１月～令和７年３月
・販売量：小学校４４９．７kg 中学校２１８．１ kg
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